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各片節はいずれも縦径よりも横径が長く，成熟片節に

おける縦径値は０．９ｍｍであった（Fig.３)．

生殖器は，各片節とも１組が認められ，生殖孔は一側

縁に開口し，各片節では中央よりやや前方に位置する．

雌’性生殖器官は，片節のほぼ正中線上に位置し，成熟片

節における卵巣，卵黄腺はともに手掌状に分枝して，受

精嚢の腹側面に接して存在する（Fig.４)．膣は陰茎嚢

の腹側に認められ，急に太さを増しながら片節中央部へ

と向かい,２～３旋回を示す巨大な受精嚢に続いている．

陰茎嚢は，やや細長い紡錘形で，膣の背側に位置し，

その大きさは長径0.45ｍｍ，短径0.089ｍｍであった

(Fig.４)．

睾丸は髄層内に認められ，一層に配列しており，片節

の両側野を縦走する排泄管を越えて分布し，その大きさ

は0.089～0.163ｍｍであった．１片節内に分布する睾

丸の数は，成熟片節において24～33個(最頻値28個)で，

片節中央部から生殖孔側に９～13個，反生殖孔側に15～

20個が認められた．

排泄管は比較的太く，左右に各１本が縦走しており，

横断切片標本では片節の両側端よりやや内側の髄層内，

腹側の皮質層に接して認められ（Fig.４)，また水平断

切片標本では，これら左右の排泄管は腹側を横に走る排

泄管で互いに連絡している．

横断切片標本では，発達した縦走筋が明瞭に認められ

た．縦走筋は，数10本が集まって束状を呈して皮質層内

を縦走している（Fig.５）が，老熟片節では虫卵が充満

して皮質層を圧しているために，縦走筋束は認められ

なかった．また，どの方向の切片標本においても横走筋

層は全く認められなかった．

子宮内卵（固定標本）３０個の観察では，卵殼はほぼ球

形，胎虫被殼は球形もしくは短楕円球形を呈し，その大

きさは卵殻が0.073～0.090ｍｍ(平均0.079ｍｍ)，胎虫

1975年２月，岡山県新見市で捕獲されたニホンイノシ

シＳ"ｓｓＣｍＬ/ｉｚＺｅＷｏ"lhySZa工の内部寄生虫について検

索していたところ，小腸内に条虫３個体の寄生が認めら

れた．

この条虫について，片節の全体染色および切片標本

を作成して各部位の形態を精査した結果，裸頭条虫科

AnoplOcephalidae，偽裸頭条虫属Ｐｓｅｍα"”JOC"ｈａｍ

に属するものと同定した．これまでに知られている偽裸

頭条虫属のものは，セイロン産イノシシから得られた

Ｐ､ｃｍｚＵ/ＭＺｉ（Baylis，1927）の１種だけであり，著

者らの標本をBaylis（1927）の記載と比較すると，か

なりの形態的差異が認められるが，Ｐ・rmzu/b伽との

相異については後日更めて検討することにした．

本報では，一応Ｂe“α"”ＪＯＣ”ｈａｍｓｐ、として取

り扱い，本邦における最初の記録として報告する．

観察方法

小腸より採取した虫体は，生理的食塩水中で頭節の有

無を確かめたのち，全長および最大幅を計測した．虫体

は，１０％ホルマリン液で固定後，頭節および成熟程度の

異なる部位の数片節をSemichon-carmine染色の全体

封入標本とし，また成熟片節の一部を各方向の連続切片

標本とし，trichrome染色を施して内部形態の観察と各

部位の計測を行った．

虫体の形態

虫体の長さは，軽く伸ばした状態で，それぞれ460

ｍｍ，480ｍｍ，500ｍｍ，最大幅は５ｍｍ，４ｍｍ，６ｍｍ

で，うち１個体にのみ頭節が認められた．頭部はやや小

さく，４個の吸盤のほかは無鉤の額噴（Fig.１）が認め

られ，その大きさは封入標本で，縦径0.32ｍｍ，横径

0.28ｍｍであった．頚部は不明瞭であった．

（３８）
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ExplanationofFigures

Figs、１－７．１’Sc"cJα"QPZoc”ﾉｈａｍｓｐ，

Fig.１Scolex（Scale＝０．１ｍｍ）

Fig.２Immaturesegments（Scale＝０．６ｍｍ）

Fig3Maturesegments（Scale＝２ｍｍ）

Fig.４Transversesectionfrommautresegｍｅｎｔ（Scale＝０．３ｍｍ）

Ｆｉｇ．５Transversesectiontoshowdetailsofthelongitudinalmusculatures

（Scale＝０．２ｍｍ）

Fig.６Ｅｇｇ（Scale＝０．０３ｍｍ）

Fig.７０nchospherewithouteggshell（Scale＝０．０３ｍｍ）

～0.056ｍｍ（平均0.052ｍｍ)，短径から得た虫体に基づいて新設したものである被殻が長径0.049～0.056ｍｍ（平均0.052ｍｍ)，短径から得た虫体に基づいて新設したものであ

0.041～0.052ｍｍ(平均0.045ｍｍ)であった（Figs,６～この属の主要な形態的特徴としては，１）0.041～0.052ｍｍ(半均0.045ｍｍ）であった（｣Engs.Ｏ～この属の主要な形態的特徴としては，１）生殖器が１

７）．また，胎虫被殻内に認められる胚鉤は，長径が片節に１組で，雌性生殖器が片節中央部に位置し，２）

0.021～0.023ｍｍ（平均0.022ｍｍ）であった．生殖孔が－側縁にのみ開口し，生殖輸出入管（genital

ductus）が生殖孔側の排泄管と神経幹の背側を通り，３）
者察

排泄管が１対で，４）睾丸が左右の排泄管を越えて髄層

ＰＳα`ａａ７ｚ”ZoCqb/hα肱属の条虫は，前述した如く，内に広く分布し，その数は生殖孔側で少なく，５）子宮

Baylis（1927）がセイロン産のイノシシSzfscl-is’ａｍｓが褒状で，６）虫卵が類円形，などとされている（Bay‐

（３９）
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TablelComparisonofmorphologicaldatarecordedbyBaylis（1927）

ｆｏｒＰｓｅ“α"”ZocePhamc7azU/b冠Ｚ

Presentspeclmens P.ｃγαzuんγａｊ

Strobila

length

m刻文iTnumwidth

Scolex

length

width

Neck

Diameterofsuckers

length

width

Cirrussac

length

width

Seminalvesicle

length

width

Diameteroftestes

Ｎｏ．ｏｆｔｅｓｔｉｓ

ｐｅｒｓｅｇｍｅｎｔ

ｐｏｒａｌｓｉｄｅ

ａｐｏralside

Musculature

longitudinal

460～５００ｍｍ

４～６０ｍｍ

200ｍｍ

７ｍｍ

０．３２ｍｍ

０．２８ｍｍ

ｎｏｔｃｌｅａｒ

0.4ｍｍ

Clear

0.130～０．１５ｍｍ

０－０９８～(〕､１２ｍｍ

０．１３～０．１４ｍｍ

０．４５０ｍｍ

０．０８９ｍｍ

０．５５～0.6ｍｍ

０．０７ｍｍ

０．２８０ｍｍ

０．０９１ｍｍ

０．０８９～０．１６３ｍｍ

24～33(av，２８）

９～１３

１５～２０

２６～２７

７～１０

１６～１９

welldevelope

absent

welldevelope
（twolayers）

ａｂｓｅｎｔｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ

Ｓｉｚｅｏｆｅｇｇｓ

ｅｇｇｓｈｅｌｌ 0.073～０．０９０ｍｍ

（av，0.079）

0,041～０．０５６ｍｍ

（av、0.049）

０．０９８～０．１１０ｍｍ

０．０４５～０．０６０ｍｍembryophore

Embryonichooks

lenRth 0.021～０．０２３ｍｍ

（av、0.022）

０．０２５ｍｍ

lis，ｌ９２７ｊＷａｒｄｌｅｅｔＭｃＬｅｏｄ，１９５２；Yamaguti，

1959）が，なかでもBaylis（1927）は，背側の排泄管

を欠き，腹側の排泄管１対のみがよく発達していること

を，この属の大きな特徴としてあげている．

著者らが得た虫体の形態的諸特徴は，このPSC"Ⅲ．

α"”ＪＯＣ”んα〃属のものによく一致している．しかし，

虫体各部位の計測値をBaylis（1927）の記載と比較し

てみると，Ｔａｂｌｅｌに示す如く，著者らの得た虫体は，

頭部が小さいこと，睾丸の数がやや多いこと，卯殻の直

径が小さいこと，および胚釣の縦径値がﾉj､さいこと等に

差異がみられる．また，Baylis（1927）の記載では明確

に示されていないが，その掲載図から判断すると，卵巣

の配列位置や縦走筋束の'性状等にも若干の相異がある．

以上のべたように，本虫体は形態的には，Ｚ〕.（･'江てり‐

んﾉｶﾞﾉに一致するが，なおかなりの相異点もみられるの

で，直ちにｒ>・ｃ７ｎｒｑ/b㎡tとは同定できない．また，

今回得られた虫体が８個体と少なく，しかも頭節を有す

るものが僅かに１個体のみであったことも考慮して，

P.ｃγα江!/b7麺との相異に関しては後日再び虫体を入手

した上でさらに検討することにした．

4０
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するとともに，ご校閲いただいた教室主任長花操教授

に感謝いたします．

なお，本論文の要旨は第45回日本寄生虫学会総会にお

いて報告した．
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謝辞

稿を終るにあたり，本邦におけるイノシシ寄生条虫に

関して種々ご助言いただいた北海道大学獣医学部家畜寄

生虫病学教室山下次郎名誉教授，大林正士教授，大阪府

立大学農学部獣医学科野田亮二教授に深甚なる謝意を表

Baylis，Ｈ、Ａ・（1927）：Ｏｎｔｗｏａｄｕｌｔｃｅｓｔｏ‐

desfromwildswine､Ａｎｎ・Mag.Ｎat・Hist.，

(Ｓｅｎ９)，19,417-425．

Mudalian，ＳＶ、andlyer，Ｋ・Ｓ．Ｇ・（1938）：

EseMα"⑫JOCゆ/ｉａｍｃｍｚｑ/b城Baylis，1927．

IndianJ，Vet・ＳｏｏａｎｄＡｎｉｍａｌＨｕｓｂ.，8,

235-237．

Wardle，Ｒ、Ａ・andMcLeod，Ｊ、Ａ・（1952）：

Thezoologyoftapeworms・Ｕｎｉｖ・ｏｆＭｉｎｅ‐

sotaPress，Mineapolis，351-361．

Yamaguti，Ｓ・（1959）：Systemahelminthum・
Vol．ＩLThecestodesofvertebrates・Inter‐

2）

3）

4）

sciencePub.，ＮｅｗＹｏｒｋ，386-387.

(４１）



90

j Abstract !

ON THE OCCURRENCE OF PSEUDANOPLOCEPHALINE CESTODE

FROM A WILD BOAR IN JAPAN

Ryo HATSUSHIKA, Motota SHIMIZU, Shigeru KAWAKAMI

{Department of Parasitology, Kawasaki Medical

School, Kurashiki City, Japan)

AND

ISAMU SAWADA

{Biological Laboratory, Nara University of Education,

Nara City, Japan)

Three mature cestodes belonging to the genus Pseudanoplocephala were found in the

small intestine of a Japanese wild boar, Sus scrofa leucomystax Temminck et Schlegel, 1942

from Niimi City, Okayama Prefecture, in February, 1975.

Species of the genus Pseudanoplocephala hitherto reported is only P. crawfordi Baylis

(1927) from wild boar in Ceylon. The present specimen somewhat resembles P. crawfordi,

however, some morphological features such as the size of scolex, the number of testes per

segment, the diameter of egg shell, the length of embryonic hooks, the position of ovary and

the arrangement of longitudinal musculatures differ from those of P. crawfordi. Therefore, it

will be considered as Pseudanoplocephala sp. for the time being.

This is the first record of Pseudanoplocephaline cestode from the wild boar in Japan.

( 42 )




